
 

  

日
米
地
位
協
定
の
抜
本
的
改
定
を
求
め
る
意
見
書 

 

在
日
米
軍
人
等
に
よ
る
事
件
や
事
故
は
、
旧
日
米
安
保
条
約
の
発
効
後
一
九
五
二
年
か
ら
現
在
ま
で
、
沖
縄
県
を
は
じ
め
全
国
的
に
発
生
し
て
お
り
、
国
民
の
安
全
・
安
心
が

脅
か
さ
れ
て
い
ま
す
。 

こ
の
背
景
に
は
、
国
内
法
を
無
視
し
た
米
軍
用
機
の
低
空
飛
行
な
ど
を
認
め
る
航
空
特
例
法
や
、
事
件
の
際
日
本
側
に
立
ち
入
り
権
が
な
い
こ
と
、
刑
事
裁
判
権
に
お
け
る
米

軍
の
特
権
な
ど
を
定
め
た
日
米
地
位
協
定
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
協
定
は
、
運
用
面
の
一
部
改
善
は
行
わ
れ
て
い
る
も
の
の
、
約
六
十
四
年
間
一
度
も
改
定
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。 

全
国
知
事
会
も
、
二
〇
一
八
年
七
月
に
「
米
軍
基
地
負
担
に
関
す
る
提
言
」
を
全
会
一
致
で
採
択
し
ま
し
た
。
こ
の
提
言
の
中
に
は
、「
日
米
地
位
協
定
を
抜
本
的
に
見
直
し
、

航
空
法
や
環
境
法
令
な
ど
国
内
法
を
原
則
と
し
て
適
用
さ
せ
る
こ
と
や
、
事
件
・
事
故
時
の
自
治
体
職
員
の
迅
速
か
つ
円
滑
な
立
入
の
保
障
な
ど
を
明
記
す
る
こ
と
」
が
盛
り
込

ま
れ
て
い
ま
す
。 

日
米
地
位
協
定
は
、
日
本
全
体
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
課
題
が
多
く
あ
る
こ
と
か
ら
、
国
民
の
生
命
を
守
る
た
め
に
、
同
協
定
の
抜
本
的
な
改
定
を
行
う
こ
と
を
要
望
し
ま

す
。 

 

以
上
、
地
方
自
治
法
第
九
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
し
ま
す
。 

 

令
和
六
年
三
月
十
四
日 

 内
閣
総
理
大
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文
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県
長
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日
米
地
位
協
定
の
抜
本
的
改
定
を
求
め
る
意
見
書 

 

在
日
米
軍
人
等
に
よ
る
事
件
や
事
故
は
、
旧
日
米
安
保
条
約
の
発
効
後
一
九
五
二
年
か
ら
現
在
ま
で
、
沖
縄
県
を
は
じ
め
全
国
的
に
発
生
し
て
お
り
、
国
民
の
安
全
・
安
心
が

脅
か
さ
れ
て
い
ま
す
。 

こ
の
背
景
に
は
、
国
内
法
を
無
視
し
た
米
軍
用
機
の
低
空
飛
行
な
ど
を
認
め
る
航
空
特
例
法
や
、
事
件
の
際
日
本
側
に
立
ち
入
り
権
が
な
い
こ
と
、
刑
事
裁
判
権
に
お
け
る
米

軍
の
特
権
な
ど
を
定
め
た
日
米
地
位
協
定
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
協
定
は
、
運
用
面
の
一
部
改
善
は
行
わ
れ
て
い
る
も
の
の
、
約
六
十
四
年
間
一
度
も
改
定
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。 

全
国
知
事
会
も
、
二
〇
一
八
年
七
月
に
「
米
軍
基
地
負
担
に
関
す
る
提
言
」
を
全
会
一
致
で
採
択
し
ま
し
た
。
こ
の
提
言
の
中
に
は
、「
日
米
地
位
協
定
を
抜
本
的
に
見
直
し
、

航
空
法
や
環
境
法
令
な
ど
国
内
法
を
原
則
と
し
て
適
用
さ
せ
る
こ
と
や
、
事
件
・
事
故
時
の
自
治
体
職
員
の
迅
速
か
つ
円
滑
な
立
入
の
保
障
な
ど
を
明
記
す
る
こ
と
」
が
盛
り
込

ま
れ
て
い
ま
す
。 

日
米
地
位
協
定
は
、
日
本
全
体
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
課
題
が
多
く
あ
る
こ
と
か
ら
、
国
民
の
生
命
を
守
る
た
め
に
、
同
協
定
の
抜
本
的
な
改
定
を
行
う
こ
と
を
要
望
し
ま

す
。 

 

以
上
、
地
方
自
治
法
第
九
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
し
ま
す
。 
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年
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月
十
四
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日
米
地
位
協
定
の
抜
本
的
改
定
を
求
め
る
意
見
書 

 

在
日
米
軍
人
等
に
よ
る
事
件
や
事
故
は
、
旧
日
米
安
保
条
約
の
発
効
後
一
九
五
二
年
か
ら
現
在
ま
で
、
沖
縄
県
を
は
じ
め
全
国
的
に
発
生
し
て
お
り
、
国
民
の
安
全
・
安
心
が

脅
か
さ
れ
て
い
ま
す
。 

こ
の
背
景
に
は
、
国
内
法
を
無
視
し
た
米
軍
用
機
の
低
空
飛
行
な
ど
を
認
め
る
航
空
特
例
法
や
、
事
件
の
際
日
本
側
に
立
ち
入
り
権
が
な
い
こ
と
、
刑
事
裁
判
権
に
お
け
る
米

軍
の
特
権
な
ど
を
定
め
た
日
米
地
位
協
定
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
協
定
は
、
運
用
面
の
一
部
改
善
は
行
わ
れ
て
い
る
も
の
の
、
約
六
十
四
年
間
一
度
も
改
定
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。 

全
国
知
事
会
も
、
二
〇
一
八
年
七
月
に
「
米
軍
基
地
負
担
に
関
す
る
提
言
」
を
全
会
一
致
で
採
択
し
ま
し
た
。
こ
の
提
言
の
中
に
は
、「
日
米
地
位
協
定
を
抜
本
的
に
見
直
し
、

航
空
法
や
環
境
法
令
な
ど
国
内
法
を
原
則
と
し
て
適
用
さ
せ
る
こ
と
や
、
事
件
・
事
故
時
の
自
治
体
職
員
の
迅
速
か
つ
円
滑
な
立
入
の
保
障
な
ど
を
明
記
す
る
こ
と
」
が
盛
り
込

ま
れ
て
い
ま
す
。 

日
米
地
位
協
定
は
、
日
本
全
体
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
課
題
が
多
く
あ
る
こ
と
か
ら
、
国
民
の
生
命
を
守
る
た
め
に
、
同
協
定
の
抜
本
的
な
改
定
を
行
う
こ
と
を
要
望
し
ま

す
。 

 

以
上
、
地
方
自
治
法
第
九
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
し
ま
す
。 
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年
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